
 

ありがとうノート 面白大賞 

来所されたら、皆さん、ありがとうノートを書かれます。 

日付、曜日、日記を書いたり、板書したり、ご自由に書いて頂いております。 

その中で、うさぎと亀の歌に合わせ、「美人行きとブス行きのバス」、 

乗り間違えた愉快で深いお話を紹介します♪ 

 

塗 り 絵 

あした葉喫茶店 

お天気のいい日に、お散歩をして、

テラスでお茶を飲みました。外を

眺め、皆さん会話が弾みました♪ 

ＨＡＰＰＹ ＢＩＲＴＤＡＹ 

枝豆取り 

中区のお神輿 

子供たちと触れ合いました。

「頑張って」 「ありがとう」

と子供たちに声をかけてく

ださいました。 

もしもし〇〇ちゃん、〇〇さん。 

あんたは、どうしてそんなにブスなのか。私の親もブスだった。 

生まれてくる時、ブス行きとビジン行きとあったバス。 

そこで間違った。ブス行きに。本当はビジン行きのバスに乗りたかった。 

どうして母さん私を、ビジン行きのバスに乗せてくれなかったの？ 

何とおっしゃる○○ちゃんは、自分で見つけたバスなのに。 

お母さんのお腹が気持ちいいと。そして今さら何言うの。 

今度生まれて来た時は、間違いなくビジン行きのバスに乗りなさい。 

これだけ長生きして幸せで、何の文句があるものか。 

このお話は、「人のせいにせず、自分の人生、すべて自分で決めているんだよ。 

あるものに、目を向け感謝しなさい」と、私に悟ってくださったように感じました。 

ありがとうございます。                      清水 美登里  

 

神様がちゃんと守られたのですよ。山田 

思わず微笑んでしまいます。鈴木 

童話作家になれますよ。日比 

発想がとても素晴らしいと思いました。 

楽しく読ませていただきました。寺前 

今は世が良いのか綺麗な人が多いわネ。服部 

自分のお母さんの事を想い出しました。アスミタ 


